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付では II央 ji!1jや fii；し物の；七たる b~t況11itJ誌であ
り．選挙H与の段以J誌やi'li(1i9rともなる。また．





































































































































(!~ ＼.、をする少年が多 L 、。 23i・誌のれき f•；’Hi，；のJ！』
イ？も 114.:r~ を ~i · 1’ iを 151花まて’ノk’｜：の 111::l.~ をナる
などして家；J~ を lリjけている。その｛をはコンケ
ンiI l付ですιぷ1lit 1.、ヅ；・f州行として 1I I 1501' J 
から500JIJの似人を似ていたが，21，況になって
／：｝のすすゲ〉にi,'tい. f •;,: （れとしてf！／・山したの ilt
l.t /I＼五ミしてす（・ . 1·.;l己グ） l,t 人J文n；’lH’，＇.グ）~口： ：＿，. /: 
；ドに人り． l’， ,・) 0) .，..，沈から（ f~H\J)j凶＇＂／：するの
、この，；＇Itf＇~の；i1乙’'f:q，.，よ初‘手数fの／i.～六年・に
んたるのそして 2：ドI.i店は1I 1 ;,~.: r'.t f 1一～三





jlt らは文’［＇. j泊 IJ{花トしをいl る iii（~えれiでしかな
L、。ゾi'il (J'.J Iこ ii~ らが；·：，；りなくその役；t;1J を行え
るよう l1 ·ij：；イ1'.J に~：1111. 、アド／〈イスを ·J· るのはト1
I 1・のi1i包たちて’ある。 i；見牧のJWH.比約・（花
トしのlliLなどはこのれ人の鰐r.1れによってア





ト！の1’1;:！ト.itiでは｜手々 なfi~ t・L tJ qi・わiLるの
1•;,:w.1こよっておJjにさ iLる仏教（i定I・しのLiか． ,:it 
？に｛よ’JU；｛の ）＇lj· 'J~ （花｝し/Jr リi"I・ j・る。 さらにJI.£
！な：けのための除1l • J＼・it,・;（民礼はその目1;1tひん
l.t・んにfd,J Lるか． i］；＼；片IJ. .1-.Jじのような，，i 















人々 を山政｛｜リにリー ドしている。 m伴にあっ
てI’i:;(t'.Jに人々と4圧し．人々の不fムtをl収り｜徐
〈生II派にたけた iiえらは let ’がめ r•;·;r：，；のごとく （；？
wさiL ＇~.IJ欠されている。 1,u らの （1：イI：や i止；1:1］は
タイの限付店1；においてはi）として特殊なもので
はないのむしろどのj也Jilこもみられる仏教と
：上初Iil f!Iの似介：お・であり．一般の人々 の＂ Iに
あって間ましい（E家仏教徒のモデルでさえあ
る。 υDfι！の会lt:・I;.:i=. ( 18品戸）があげる村1J,
の爪 i犯人1却をランク Hけすると．ー｜二｛~i:I（）れの
うち 7れまでが｛詩人の：；ミ教（t'.Jスペシャリスト
て・J, 'J . 1~;,: W，は入っていなL、。 71うのうち店
従」J,＼.、に｜立lわるモータムは 5才うと多L、。！也の
2 名はモースーと仏教｛花札の1:ri~ に！？｝人 ll!IJ<I）（：え
れをリードする二片（phumun swat）である。
モータムの，・，，には， IiL 1:i IJ.のn住n：を作る.uか
にi込jパ只（Il（）》’a）としての生I泌をもっ・.riが合
まilてjj I) ' ）！［！；包！｛ドjなfNW，にJYH年さiLる｛文；＇Il
の－j'；［；を代！干しているとみることもできよ
人HIJの休，1,1には「j~しがfri っており . 1iJや
不：・；ーがあったときにはこiLをi)rt¥iじしなけiUま
ならないという巧－えや，民（pa）に匁jj~され
る l’l 然作仁 lよ ！ム~ろし L 、 !/lY.,','i.がf.i:h, I’lらの「，＝.
i,r 1: '/,tをたえず作やかしており気紛れに－1,;4を
ひきJ；こ十f1~ i/!；［とする「til'：，·.~ J {d lfにはイム：tJ‘
を即fiう村人の秋山政が読みとれる。！U:Iじタイ






































































税に 1，；’HI•＼をや11介として伝送される。 古':J: 人 {J主貨
のためのタン・ブン儀礼（bunchaek khao) 
は，主催者であるi.l族が多Ulの金を投じて村
人に食事を」、るまう仏教儀礼であるが．主1m
告はもちろん．準備に協力した者．食事をft
べに民まった者．ただ立ち寄った：行さえもお
のおのにLι仁たブンが得られるという。
jc;米．僧侶が介在しないタン・プンはあり
? ? ?
・・・・・・・・・・・’・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．・・・・・・・・．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．・・・・．．．．．．．．．．．．．’‘．．
えない。しかし，悦然（J!Jな仏教｛花札の場で社
会(l!Jネ古来としてのタン・ブンは刻版J,J，他者
との相互扶助．述m行f）に参与することを意
味し．他者に対してどのような形であれ多少
なりとも自己を尽すことはプンの舷件につな
がるのである。タン・プンは間人の後：tを焦
点として．古文人．「この世」の他者に彩将を与
える行為である。ブンを得る行為とこれを他
:tiと分有することは相互に｜邸主し合う。そし
て主催者が限られる供花悦トしゃ得度式は．ブ
ンをi1｝.これを地す主fil者および支促する税
肢の流出力や社会的勢力を誇示する佑好の機
会ともなっている。
近年の村沼社会への1.1持続出の臼透は. !.j:. 
俗に仏教｛花トしを伐んにし豪華さをj許す一方
で，Wli:扶助のMM1がJ,E1tになリU：みづらく
なったという人々の，irを1＝.んでいる。徐々に
村内に広がる続出陥－だはブンをめぐる宗教窓
波にも彩Wを及ぼしつつある。儀礼は金村宗
：宥に猷び栄しむべきものだという涼める者の’
詐行の論理では．ブンはしばしば利投に．「恕
~ 
行J は資本に腎えられる。｛淀川！寺に村人にふ
るまう牛やニワトりを大量にIf；殺することは
「悪行Jである。しかし．それは他者との共
同生活におL、て散楽と共食を通じた；t{If感を
もたらせる普・行のためには必袈な資本である
という。これは戒律を退守する他人的な仏教
1m依の形とは対医をなす公共的なプンについ
ての考え方．他者とのあり方を示すものであ
る。
経済力がプンの価値を社会的に左右するな
らば，タン・ブンできないとみられる人々を
生むことになる。同時に一方で数少ないが信
f!｝は心の，1，の｜！！！題だとする人々もではじめ
る。 fJ鳥苑儀礼を行うに足る金銭的余計iをもた
ぬ人々の故人のi立什は，寺院の境内に新しく
設けられ始めた廷にも入れられず羽l求な1反小
庄の＂’に；泣かれたままである。当人のよ I｝良
き来世が．金銭の多寡で左右されはじめるよ
うなH寺代のなかでDD村の仏教徒たちはじiら
の仏教を新たにみつめはじめている。
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